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「第３期枚方市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）」 

についてのパブリックコメント（結果公表） 

 

 

「第３期枚方市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）」のパブリックコメント

につきまして、市民の皆さまからご意見をいただき、ありがとうございました。 

お寄せいただきましたご意見と、ご意見に対する本市の考え方を以下のとおり

公表します。 

 

意見募集期間 令和 6年 2月 16（金）から 令和 6年 3月 8（金） 

意見提出者数 17 人（提出意見:37 件） 

公表意見数 17 件（うち、反映した意見:0 件） 

 

 

No. ご意見の要旨 枚方市の考え方 

１ 全体 

・総合戦略については、支援教育充

実審議会で現在議論されている内容

も反映していけるよう、４年ごとの

見直しではなく、必要に応じて中身

を更新されるべきだと思う。 

・具体的な事業計画、実施計画が欠

如している。３か年の短期計画だか

ら、もっと実施計画の要素が必要。 

第３期総合戦略は、計画期間を令和

６年度から令和９年度までの４年間

としています。また、第３期総合戦

略の具体的な施策は、第３期実行計

画との整合を図っており、具体的な

事業計画、実施計画としては、第３

期実行計画が該当します。 

総合戦略の令和６年度から９年度に

おける基本目標を達成するための取

り組みの詳細は、令和５年度末に策

定する第３期実行計画に位置付けて

おり、当該実行計画は毎年度更新し

ます。 

２ 地域ビジョン 

目指すべき将来像は、「人口減少が進

む中においても、持続可能な発展に

より、誰もが幸せを実感できるまち」

としていますが、この「誰もが」は、

総合戦略は、すべての市民を対象に、

満足度を高めるための取り組みを推

進していくこととしています。 

また、第３期総合戦略の「具体的な

取り組み」は、全ての取り組みを列
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No. ご意見の要旨 枚方市の考え方 

全ての市民が、と受け止められる。

とすれば、低所得者、年金生活者の

方々、不安定雇用に苦しんでいる

方々、身体が不自由で移動できにく

い方々、高齢化して孤独な生活をし

ている方々にどう具体的に取り組ま

れるのか、説明をお願いする。誰も

に手を差しのべるゆとりをもった行

政を行ってください。 

挙するのではなく、令和６年度以降

新規に追加、拡充する取り組みと、

各取り組みの方向において重要とな

る取り組みを抜粋し、記載していま

す。 

 

３ 重要目標達成指標（KGI） 

生活満足度は、全国平均との比較で

なく、規模が類似する団体と比較し

た方が良い。 

指標とする生活満足度（well-being）

については、本市では、令和４年度

から国と同様の調査内容により、実

施しており、全国平均との比較をお

示ししています。生活満足度の調査

は、地方自治体によって実施の有無

があり、実施している場合の調査内

容も統一されていない状況です。 

ご意見いただきました類似団体や中

核市との比較の必要性については、

今後、実績を分析する上で、判断し

ていきたいと考えています。 

４ 基本目標１ 

２．子どもたちが健やかに育つこと

ができるまち 

24 ページの「(３)障害児等が健やか

に育つことができる環境づくりを進

めます。」について、指標が利用者数

であることに違和感がある。数字で

示すのであれば、３歳児以上がどこ

かと繋がりがあるかの達成率や、満

足度を指標にしてはどうか。 

ご意見の（３）の指標は、「障害児等

が健やかに育つことができる環境づ

くりを進めます。」という基本的方向

の業績評価として、サービスを利用

したい方が利用できる状況にあるか

という観点で、実利用者数を指標に

設定しているものです。 

また、「（１）子どもの心身の健やか

な育ちを支援するため、疾病等の予

防、早期発見、早期対応の取り組み

を進めます。」では、「この地域で、

今後も子育てをしたいと思う親の割

合」を重要行政評価指標（KPI）とし

ており、施策目標である「２．子ど
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No. ご意見の要旨 枚方市の考え方 

もたちが健やかに育つことができる

まち」への達成度は、（１）～（７）

の重要業績評価指標（KPI）の実績を

総合的に観察していきます。 

５ 基本目標１ 

２．子どもたちが健やかに育つこと

ができるまち 

24 ページの「(４)子育てに対する相

談体制の充実を図るとともに、子育

て世帯が交流できる場を確保するな

ど、地域の子育て支援を進めます。」

について、具体的な取り組みの追加

案として、「子育てを一人で抱え込ま

ないようにする対策を強化。」 

内容としては、他県で実施されてい

る「第一子が５ヶ月頃～１才の誕生

日月まで、隔週でその地域の保護者

が集まってひたすらおしゃべりす

る」というもの。保健センターから

の案内は申込制で、保護者が 20 人く

らいで、「今日は誕生日月でグループ

になってしゃべります。」など毎回違

う分け方で仕切ってくれる市の担当

者が２人いた。そこで地域や育児の

情報が聞くことができ、実際に仲良

くなって１才の卒業以降にも繋がり

が持てた。第一子を少しでも充実し

て乗り越えられたら、２人目も欲し

いという気持ちになりやすいと思

う。 

基本的方向に紐づく「具体的な取り

組み」については、取り組み名称と

して、可能な限りその実施内容がわ

かるような表記にしています。 

追加案としていただいた「子育てを

一人で抱え込まないようにする対策

を強化」の具体的な取り組みとして、

「地域子育て支援拠点（おやこの広

場）の増設」、「地域子育て相談機関

の設置」を掲げているものです。 

なお、子育てを一人で抱え込まない

ようにする対策のさらなる強化は必

要であり、ご意見の手法による取り

組みは、所管部署と共有を図り、今

後の施策に活かしていきます。 

 

 

６ 基本目標１ 

３．子どもたちの生きる力を育む教

育が充実したまち 

26 ページ以降、「学力向上」ばかり

が並んでいますが、その窮屈さが、

第３期総合戦略の「具体的な取り組

み」は、全ての取り組みを列挙する

のではなく、令和６～９年度の計画

期間中の新規、拡充する取り組みと、

各取り組みの方向において重要とな
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No. ご意見の要旨 枚方市の考え方 

勉強が追いつけずに支援学級に在籍

する子や不登校が増えた原因の一つ

ではないかと考える。子どもや先生

がいきいき学べる環境をつくり、ど

うしても数字に出したいなら環境充

実度や満足度がいいと思う。 

る取り組みを掲載しています。ＫＰ

Ｉについても同様です。 

いただいたご意見につきましては、

関係部署に共有し、今後の施策に活

かしていきます。 

７ 基本目標１  

３．子どもたちの生きる力を育む教

育が充実したまち 

英語によるコミュニケーション力の

向上を目指しているが、それ以前に、

日本語での日常的なコミュニケーシ

ョン力の向上が必要。コミュニケー

ション、対話により他者への相互理

解や社会性が育まれ、住民満足度に

つながる。また、論理的思考、特に

因果関係やエビデンスについての理

解が必要。 

基本目標１ 「３．子どもたちの生

きる力を育む教育が充実したまち」

では、（１）義務教育９年間を見通し

た小中一貫教育を推進するととも

に、正確に理解・表現するための言

語能力や思考力の育成、国際化に対

応した英語によるコミュニケーショ

ン能力の育成などにより、子どもの

確かな学力の定着を図ることとして

います。 

そのための「具体的な取り組み」と

して、全ての取り組みを列挙するの

ではなく、令和６～９年度の計画期

間中の新規、拡充する取り組みと、

各取り組みの方向において重要とな

る取り組みを掲載しています。 

日本語での日常的なコミュニケーシ

ョン力の向上、論理的思考、特に因

果関係やエビデンスについての理解

は、必要であると認識しており、い

ただいたご意見を所管部署と共有

し、今後の施策に活かしていきます。 

８ 基本目標１ 

３．子どもたちの生きる力を育む教

育が充実したまち 

（７）支援教育の充実の具体的な取

り組みが「全小中学校での通級指導

教室設置に向けた取り組み」、ＫＰＩ

も「小中学校における通級指導教室

第３期総合戦略の「具体的な取り組

み」は、全ての取り組みを列挙する

のではなく、令和６～９年度の計画

期間中の新規、拡充する取り組みと、

各取り組みの方向において重要とな

る取り組みを掲載しています。ＫＰ

Ｉについても同様です。 
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No. ご意見の要旨 枚方市の考え方 

設置数」だが、それだけでは不十分

ではないか。 

なお、令和６～９年度における基本

目標を達成するための取り組みの詳

細は、令和５年度末に策定する第３

期実行計画に位置付けています。 

９ 基本目標１ 

３．子どもたちの生きる力を育む教

育が充実したまち 

30 ページ(７)障害のある子どもた

ちの状況に応じた支援教育の充実を

図り、「ともに学び、ともに育つ」教

育の充実を図ります。について、支

援教育の充実が、「通級指導教室の数

が増えたら充実」のみになっている

が、他がおろそかになっていては結

果的に充実できません。 

第３期総合戦略の「具体的な取り組

み」は、全ての取り組みを列挙する

のではなく、令和６年度以降新規に

追加、拡充する取り組みと、各取り

組みの方向において重要となる取り

組みを抜粋し、記載しています。い

ただいたご意見を所管部署と共有

し、今後の施策に活かしていきます。 

10 基本目標１ 

３．子どもたちの生きる力を育む教

育が充実したまち 

通級指導教室を増やす目標の指標よ

り、教員不足で実施困難になってい

る「ダブルカウントの実施率」を目

標 100%でお願いしたい。 

第３期総合戦略の「具体的な取り組

み」は、全ての取り組みを列挙する

のではなく、令和６～９年度の計画

期間中の新規、拡充する取り組みと、

各取り組みの方向において重要とな

る取り組みを掲載しています。ＫＰ

Ｉについても同様です。 

いただいたご意見につきましては、

関係部署と共有させていただきま

す。 

11 基本目標１ 

３．子どもたちの生きる力を育む教

育が充実したまち 

全小中学校での通級指導教室設置に

向けた取り組み 

↑上記結論付けていますが、昨年度

の騒動を経て支援教育審議会が設置

されたのであって、支援教育の充実

＝通級指導教室の設置とは全く決定

していない中で、市民のニーズに反

第３期総合戦略の「具体的な取り組

み」は、全ての取り組みを列挙する

のではなく、令和６年度以降新規に

追加、拡充する取り組みと、各取り

組みの方向において重要となる取り

組みを抜粋し、記載しています。い

ただいたご意見を所管部署と共有

し、今後の施策に活かしていきます。 
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No. ご意見の要旨 枚方市の考え方 

して進めるのは「支援教育の充実」

でも何でもないと思う。また支援教

育こそＩＣＴを活用したりリタリコ

との連携に力を注ぐと昨年度豪語し

ていたあの具体的な内容は一体どこ

へ行ってしまったのか。 

12 基本目標２ 

１．高齢者が地域でいきいきと暮ら

せるまち 

基本目標３ 

４．快適で暮らしやすい環境をそな

えたまち 

この二つのテーマについて、その改

善にとって大事なことは、「移動」。

お出かけしたい（気分転換、コミュ

ニケーションなど）、お出かけせざる

を得ない（買い物、医療）時に、お

金の心配なく、移動手段が確保でき

ることが大事。お出かけすれば、元

気になり、まちに賑わいも出てくる。

高齢者は免許証の返還が迫ってい

る。しかし、「返還すれば家から出ら

れない。足がなくなる」の声があち

こちである。枚方市では、そのこと

が市の仕事のテーマにはなってない

よう。寝屋川市との大きな違いを感

じる。誰もが「移動しやすいまち」

を目指す枚方市にしてください。 

基本目標、基本施策のテーマは、第

５次枚方市総合計画の基本目標、基

本計画の施策目標の名称となってい

ます。 

また、施策目標と基本的方向に紐づ

く「具体的な取り組み」は、全ての

取り組みを列挙するのではなく、令

和６～９年度の計画期間中の新規、

拡充する取り組みと、各取り組みの

方向において重要となる取り組みを

掲載しています。 

移動に関する取り組みについては、

ご意見の２つの基本目標と施策目標

に紐づくもので、いただいたご意見

を所管部署と共有し、今後の施策に

活かしていきます。 

 

 

13 基本目標２ 

２．誰もがいつまでも心身ともに健

康に暮らせるまち 

心の病気の早期発見について、令和

6～9 年にかけて徐々に相談の目標

件数を減らしていく様に見られる

が、逆だと思う。日本人は独りで抱

本市では、市民のメンタルヘルス維

持に関する施策を総合的に進めるこ

とで、こころの不調を訴える人を減

らし、こころの健康相談の相談件数

を減少させることを目標としていま

す。もっとも、ご意見のとおり、相

談しやすい環境を整えることは重要
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No. ご意見の要旨 枚方市の考え方 

え込みやすく、人に頼る事ができに

くい国民性だと思うので、相談しや

すくして相談件数を増やしていって

欲しい。 

と考えており、今後も広くこころの

健康相談をお受けしていきます。 

 

14 基本目標３ 

「生きがいを持って学び続けられる

環境が整っていると感じている」人

が 27．5％と約 4 人に１人の割合を

増やして欲しい。一方向の講習や一

斉講義などでなく、双方向の、そし

て互いに教え合う相互学習が有効だ

と思う。幸福度の高い北欧では「ス

タディサークル」が盛んだ。 

基本目標ごとの主観的成果指標につ

いては、具体的な取り組みを推進す

ることにより、策定時の値から毎年

度向上させることを目指すもので

す。 

いただいたご意見を踏まえ、左記主

観的成果指標の向上に向け、取り組

んでいきます。 

15 基本目標３ 

５．人々が集い賑わい、魅力あふれ

る中心市街地のあるまち 

・「スマートシティを見据えたデジタ

ル技術等の導入」については、デジ

タルが万能薬のような捉え方をされ

ているようで、大きな不安感を感じ

る。 

・「枚方市駅周辺の再整備」「スマー

トシティを見据えたデジタル技術等

の導入」が枚方市を再生するかのよ

うな、市の捉え方、雰囲気を感じる。 

第３期総合戦略の「具体的な取り組

み」は、全ての取り組みを列挙する

のではなく、令和６～９年度の計画

期間中の新規、拡充する取り組みと、

各取り組みの方向において重要とな

る取り組みを掲載しています。 

「スマートシティを見据えたデジタ

ル技術等の導入」は、人々が集い賑

わい、魅力あふれる中心市街地のあ

るまちの実現に向けた取り組みの１

つであり、枚方市駅に直結する複合

施設に設置する枚方市駅市民窓口セ

ンターでの行政サービスやニッペパ

ーク岡東中央における市民団体など

が実施する各種イベントへの支援の

ほか、様々な取り組みを推進してい

きます。 

いただいたご意見を所管部署と共有

し、今後の施策に活かしていきます。 

16 基本目標３ 

５．人々が集い賑わい、魅力あふれ

る中心市街地のあるまち 

いただいたご意見を所管部署と共有

し、今後の施策に活かしていきます。 
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No. ご意見の要旨 枚方市の考え方 

岡東中央公園での市民団体などが開

催するイベントへの支援が挙げられ

ており、良いと思う。「オガール」（紫

波町）のように、公共的に人が集ま

れる「場所」を有効活用（直接の利

益目的・売買目的でない）でき、た

だ人が通るだけでなく「交流」が生

まれれば、周辺の飲食店も潤うし、

人が出かけてくれば物販も潤うと思

う。それは、茨木市の「おにクル」

が開館3ヶ月で50万人の来場者を達

成したことでも示されている。 

 

 

17 その他 

全体的に、目標についての文言は良

いと思う。それに対して、ぜひ十分

な予算を付けて欲しい。 

総合戦略に基づき、着実に事業を推

進していきます。 

※その他、「教職員の仕事量の縮小」「教職員の増員」「公共交通の充実」「生涯

学習市民センターの利便性向上」など、具体的施策の実施に関する要望的意見

が 20 件ありました。こうした意見につきましては、担当部署との共有を行うと

ともに、今後の施策推進に活かしていきます。 


